
 13.　市　民　経　済　計　算

対 前 年 度 29 年 度

28　年　度 29　年　度 増加率（％） 構成比（％）

121,907 129,390 6.1 100.0

2,643 2,508 △ 5.1 1.9

2,625 2,485 △ 5.3 1.9

16 21 31.3 0.0

2 2 0.0 0.0

45,994 52,219 13.5 40.4

0 0 0.0 0.0

37,979 38,608 1.7 29.8

8,015 13,611 69.8 10.5

72,762 73,938 1.6 59.7

3,589 3,523 △ 1.8 2.7

13,014 13,381 2.8 10.3

2,653 2,598 △ 2.1 2.0

17,730 18,151 2.4 14.0

4,673 5,364 14.8 4.1

2,399 2,424 1.0 1.9

2,464 2,417 △ 1.9 1.9

3,345 3,303 △ 1.3 2.6

4,086 3,848 △ 5.8 3.0

4,933 4,909 △ 0.5 3.8

8,470 8,517 0.6 6.6

5,406 5,503 1.8 4.3

1,748 2,034 16.4 1.6

1,240 1,309 5.6 1.0

※平成２８年度の数値については、遡及改訂しています。 資料：新潟県市町村民経済計算
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１３-２　市民所得（分配）

対 前 年 度 29 年 度

28　年　度 29　年　度 増加率（％） 構成比（％）

119,223 125,106 4.9 100.0

74,544 74,690 0.2 59.7

6,504 6,559 0.8 5.2

△ 541 △ 41 △ 92.4 △ 0.0

6,965 6,512 △ 6.5 5.2

80 88 10.0 0.07

19,798 43,857 121.5 35.1

25,649 30,974 20.8 24.8

△ 42 △ 69 64.3 △ 0.1

12,568 12,952 3.1 10.4

2,951 3,124 5.9 －

3,979 4,005 0.7 －

資料：新潟県市町村民経済計算

対県民所得 対国民所得

　　市民所得（見附市）県民所得 国民所得 （％） （％）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） Ａ／Ｂ Ａ／Ｃ

2,458 2,707 2,938 90.8 83.7

2,437 2,675 2,983 91.1 81.7

2,478 2,767 3,070 89.6 80.7

2,951 2,822 3,091 104.6 95.5

3,124 2,873 3,164 108.7 98.7

資料：新潟県市町村民経済計算

一人当たりの所得の比較

※平成28年度以前の数値については、遡及改訂しています。
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※平成28年度の数値については、遡及改訂しています。
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市 民 経 済 計 算 の 概 念

―市民経済計算の生産と分配の相互関係―

の所得水準を表すものではありません。

　市民経済計算では内概念（属地主義）と民概念（属人主義）の二つの概念があり
ます。

かに、民間法人企業所得、公的企業所得、一般政府の財産所得などが含まれているこ
とから、一人当たり市民所得は、市全体の経済水準を表す一つの指標であって、個人

　市民所得（分配）には、個人に分配される所得（雇用者報酬、財産所得など）のほ

もので、算出額から中間投入を控除したものにあたります。

の移住地を問わず把握するものであり、市民総生産は内概念で推計されます。

　　ィ　一人当たり雇用者報酬＝雇用者報酬÷雇用者数（市民ベース）

　　　統計表中の関連指標は次により算出したものです。
　（４）関連指標

　（５）一人当たり市民所得

　　ァ　一人当たり市民所得＝市民所得（分配）÷市の総人口

２　市民経済計算の生産と分配の概念及び内容
　（１）内概念と民概念

したもので、雇用者報酬、財産所得、企業所得から構成されます。

雇用者報酬
財産
所得

握するもので、市町村民所得（分配）は民概念で推計されます。
  民概念は、市町村の居住者が生み出した付加価値をその生産活動の地域を問わず把

　内概念は、市という行政区域内で生み出された付加価値を、その生産に携わった者

　（２）市内総生産
　一年度間に市内の各経済部門の生産活動によって新たに生み出された付加価値を、
産業、政府サービス生産者、対家計民間非営利サービス生産者の経済主体別に示した

　（３）市民所得（分配）
　生産活動によって新たに生み出された付加価値が、その生産活動に労働、資本等の
生産要素を提供した市内の居住者（法人も含む。）にどのように分配されるかを把握

市 内 産 出 額

市 内 総 生 産
（市場価格表示）

市 内 純 生 産
（市場価格表示）

2

4

5

市外からの所得（純）

3

市 民 純 生 産

市民所得(分配)

このように経済活動は生産、分配、支出という循環を繰り返していますが、これらは

市内純生産
（要素費用表示）

: 市民経済計算で表章した部分

1

同一の付加価値を異なる面からとらえたものであり、概念上一致するものです。(三
面等価の原則）
　市民経済計算では、資料上の制約から、生産、分配、支出のうち、生産と分配の二

固定資
本減耗

面のみ推計しています。生産と分配の関係を図示すると次のとおりです。

生産・輸入品に課される税、(控除)補助金

市内総生産

市内純生産
（市場価格表示）

中間投入額

企業所得

１　市民経済計算とは
 市民経済計算とは、市という行政区域を単位として、一年度間に経済活動によって
生み出された付加価値を貨幣価値で評価したものです。
　経済活動によって生み出された付加価値は、その生産に参加した人や企業などに分
配され、分配された所得は消費や投資として支出され、さらに生産を呼び起こします。　
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